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制度名 募集基準 奨学金額 給付/貸与 学校への申出期限 対象学年 備考欄

1 福島県奨学資金
《震災特例採用》

①東日本大震災により被災した保護者が福島県内に住所を
有し、家計が急変したことにより修学が困難で、生徒の生計を
主として維持する方の所得金額が所得基準額以下の生徒（４
人世帯の場合は、給与所得785万円以下、給与所得以外
330万円以下）
②勉学に意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがある
生徒

月額　18,000円
（自宅通学）

もしくは23,000円
（自宅外通学）

無利子貸与
６月30日（水） 全校生徒

・卒業から６ヶ月経過後より７～８年間で返還
（ただし、卒業後の奨学生本人の年収が300万円以下の場合は願出により、最大５年まで返還を猶予す
ることができます。また卒業から５年経過後も年収300万以下の場合は願出により返還義務が免除されま
す。）
・福島県東日本大震災子ども支援基金給付金（月額金）との併用申請はできません。

2 Kiyo Sakaguchi 奨学金
アメリカの大学・大学院にて数学科目の専攻を希望している
が、経済的な理由により実現が困難な生徒

年間300万円（上限） 給付 第３学年
・全国で１～２名の採用予定です。
・２次選考で面接が実施されます。
・希望される方は、「プルデンシャル　奨学金」でHPを検索し、８月末日までに直接申し込んでください。

※　申請を希望する場合は、「学校への申出期限」までに事務室担当（TELの場合は0774-23-5030）まで御連絡ください。

※　各制度の要項等を参照の上、他の奨学金との併給の可否に注意してください。また、申請者が多い場合は校内選考をすることがあります。

※　これは本校に通知文が送られてきた奨学金制度の一覧です。この他にも京都府教育委員会や各団体のHP等で随時案内がなされていますので、各自で御確認ください。
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